
成長の扉を開く
ライフサイエンスとメドテック
のイノベーションを推進する
上でのシンガポールの役割



シンガポールのライフサイエンスとメドテック分野
は、生産量、付加価値、エコシステムの大幅な拡大
を特徴として、近年、著しい成長を遂げている

RIE 2015*

• 付加価値：約70億米ドル (ラ
イフサイエンス)、約20億米ド
ル (メドテック)

• 従業員数：約6,000人 (ライフ
サイエンス)、約12,000人 (メ
ドテック)

• エコシステム：バイオテック企
業約13社

シンガポールのメドテックとラ
イフサイエンスのエコシステム
構築

地域における多国籍企業の商
業ハブとしての位置付け

RIE 2020^

• 付加価値：約46億米ドル (ラ
イフサイエンス)、約46億米ド
ル (メドテック)

• 従業員数：約8,000人 (ライフ
サイエンス)、約16,000人 (メ
ドテック)

• エコシステム：バイオテック企
業約15社

多国籍企業による初期段階の
R&D投資、商業ハブから研究ハ
ブへの移行

将来的な成長に向け、クリティカ
ルマスに到達するための基盤イ
ンフラの構築

RIE 2025#

• 付加価値：約58億米ドル (ラ
イフサイエンス)、約55億米ド
ル (メドテック)

• 従業員数：約9,000人 (ライ
フサイエンス)、約17,000人 (
メドテック)

• エコシステム：バイオテク企
業60社超

R&Dアセットへの投資を拡大し
、バイオテクノロジーのイノベー
ションを加速

バイオテクノロジーとメドテック
のイノベーションハブ、商業ハブ
としてのシンガポールの位置付
けを強化

2015年 2020年 2025年

注： RIE計画 - シンガポールのリサーチ、イノベーション、企業計画（RIE計画）は、経済成長の促進と国家的課題への対処を目的として、研究、イノベーシ
ョン、企業への国による投資の概要を説明した5カ年計画の戦略ロードマップ。付加価値額は、産業またはセクターの正味の経済貢献度を示し、総生産
量から中間消費（原材料、公共料金、運営費など）を引いて算出; * 2014年データに基づく; ^ 2019年データに基づく。# 2024年データに基づく; 為替レ
ート 1米ドル ＝ 1.35シンガポールドル
出典： SingStats; L.E.K.による.調査・分析



エコシステムは、多国籍企業、スタートアップ企業、エコシステムの支援基
盤（政府機関、ベンチャーキャピタル投資家、インキュベーター）など多様

な集団で構成される
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アストラゼネカは、15億米ドルを投資
し、初のエンドツーエンドの抗体薬
物複合体（ADC）の製造拠点を建
設（2029年までに操業開始）す
ることを2024年に発表。これ
により、約800人の高度な技
能を有する雇用創出が見
込まれている。

2022年に開始した提携では、細胞と遺伝子療法のR&D強化、GMPトレーニングプログラムを
通じた人材育成、シンガポールをバイオ医薬品プロセスのハブとして位置付けることに重点的
に取り組んでいる。

2023年に発表されたアジレントと
ACTRISの提携により、シンガポー
ルの研究者はアジレントへの技術
のアクセスが可能になり、次世
代治療薬の開発と、細胞ベー
スの療法の新たな応用の発

見が期待される。

バイオテ
クノロジー

シンガポールのバイオテクノロジーのエコシステムは、政府
による強力な支援や外国投資により拡大し、�次世代治療

とR&Dの主要拠点としての位置付けを確立している

注： 為替レート 1米ドル ＝ 1.35シンガポールドル
出典： EDB、アジレント、A*STAR、L.E.K.による.調査・分析



出典： STCC、ジェンスクリプト、L.E.K.による.調査・分析 

メドテックロシュとSTCCは、2021年
に3年間にわたる提携を開
始。がんの個別化治療によ
り治療の最適化とアウトカ
ム向上をはかるために、ゲ
ノムプロファイリングを用い
た臨床ゲノムデータベース
（CGDB）を開発。

ジェンスクリプトとDxDHub
は、生ウイルスやバイオセー
フティの施設を必要とせず
中和抗体を検出できる初の
cPass™ SARS-CoV-2中和
抗体検出キットを共同開発。
ジェンスクリプトは、2022年
に製造能力を拡大するため
に3万平方フィー
トの施設をシンガポールに
開設。

業界のグローバルリーダーとシンガポールのメドテックセク
ターとの戦略的提携により、個別化医療、診断、先進製造に

おけるイノベーションを加速



シンガポールは、バイオテクノロジーとメドテックにおける初
期段階の開発を加速させるために必要な、重要リソース、イン
フラ、資金の提供を通じて、ライフサイエンス分野のイノベー

ションを生み出していく

2023年10月にジョンソン・エンド・ジョン
ソンとシンガポールEDBは、革新的な
医薬品、メドテック、ヘルスケアソリ
ューションの促進に必要なリソ
ースをライフサイエンス分野
のスタートアップに提供す
るためのプラットフォー
ムであるJLABSシン
ガポールを開設。

イノベーション
支援基盤の事例

出典： EDB、L.E.K.による調査・分析 



RIE2030計画に基づき、シンガポールは今後もライフサイ
エンスとメドテックのエコシステムを強化していく

RIE2030計画

シンガポールでは、研究と
イノベーションにおけるグ
ローバルリーダーとしての
地位を支えるために185億
米ドルを割り当てたRIE 
(Research, Innovation, 
and Enterprise) 2025計
画を基盤をとして、現在、
RIE2030計画を策定して
います。

RIE2030計画は、人工知
能、バイオテクノロジー、グ
リーンテクノロジー分野な
どの新たな課題と機会に
取り組むことに狙いを定め
ています。

RIE2030の枠組みでは、
臨床・遺伝子・行動データ
やデジタルデータを統合す
ることにより、ハイリスク集
団への最大の効果が見込
まれる個別化治療の開発
を含む、プレシジョンヘル
スに大きな重点が置かれ
ています。

注： 為替レート 1米ドル ＝ 1.35シンガポールドル。
出典： NRF、L.E.K.による調査・分析



シンガポールの2025年予算計画では、バイオテクノロジー
のインフラ、AI導入、イノベーションによる生産性向上に焦
点を置いた戦略的なR&D投資を織り込むことにより、ライ

フサイエンス分野の取り組みを強化

シンガポール政府はこの金額をライフ
サイエンス分野のR&Dとイノベーション
に投入。他国よりも高い割合であり、例
えば中国（2.4％）、英国（2.9％）、カナ
ダ（1.6％）を上回ります。*

約31億米ドル
（予算の約3％）

2025年予算案

注： NPF = National Productivity Fund; * R&D支出のGDPに占める割合の推移に関するユネスコ統計研究所のデータ基づく。為替レー
ト 1米ドル ＝ 1.35シンガポールドル。
出典： ザ・ストレーツ・タイムズ、財務省、Our World in Data、ユネスコ統計研究所、L.E.K.による調査・分析 

バイオテクノロジーや精
密工学産業などの技術と
イノベーションを促進する
目的で、22億米ドルを
NPFに追加配分。

国家生産性基金（NPF）
の拡大

研究施設のアップグレード
のために約7億米ドルを配
分。これには半導体の新し
いR&Dハブ、およびバイオ
科学、メドテック、ライフサ
イエンスなどのバイオテク
ノロジーのインフラ強化が
含まれる。

研究インフラ
への投資

企業のライフサイエンス
とメドテック分野のイノベ
ーションを強化するAIな
どの先進技術の導入を支
援するためのIT構想に1
億1,100万米ドルを配分。

AI導入に向けた
企業支援



シンガポールのライフサイエンスとメドテックのエコシステムは、イノ
ベーションとコラボレーションから、AIを活用したヘルスケアや地域

の市場拡大まで、幅広い戦略的な機会を提供

1 ライフサイエンスとメドテックのエコシステム構築においてシンガポールの成功から
得られる重要な教訓は何ですか？他のグローバルエコシステムにおいて、これらの
知見をどのように活用できますか？

2 シンガポールが示した拡大能力は、APAC地域やグローバル成長戦略においてど
のように役立ちますか？

3 近年、シンガポールが提供できるリソースの進化とAPAC地域における課題を再評価
した上で、シンガポールの戦略的役割をどのように見直す必要がありますか？

4 シンガポールのイノベーションハブ、研究機関、政府機関とどのようなコラボレ
ーションの可能性が存在しますか？

5 シンガポールのライフサイエンスとメドテックのエコシステムの拡大に、どのように
して積極的に関与することができますか？どのような役割を果たすことができます
か？エコシステムからはどのような支援を求めますか？

6 多国籍企業の事業開発や投資家には、シンガポールのライフサイエンスとメドテッ
クのエコシステムに対してどのような重要な投資の機会が存在しますか？
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